
ＣＳＷ配置事業に関する課題（市町村やＣＳＷから寄せられた意見）
○ ＣＳＷの認知度を一層向上させる必要がある。

	（市町村からの意見）

　・　市民にとっては、CSWがライフセーフティネット上の役割を担う者として十分に認識されていない。
　・　ＣＳＷの役割について、福祉関係者には一定周知されてきたものの、一般市民の認知度が低い。

　・　ＣＳＷの認知度の向上を図ることにより、住民の身近な存在としてＣＳＷが活動しやすい環境を整えることが必要である。
（ＣＳＷからの意見）

　・　民生委員・児童委員にも認知されていないケースもあり、更なる周知が必要である。

　・　市町村内部でも、部局によっては十分に認識されていない場合もある。

　・　ＣＳＷが少ない市町村では相談等の対応で精一杯となり、広報活動等に割く時間がない。


○ ＣＳＷの資質の向上を図る必要がある。
	（市町村からの意見）

　・　新任ＣＳＷの養成および現任者のスキルアップや更なる専門知識を習得するため、研修会等の充実が必要である。
　・　ＣＳＷの質の向上と力量による地域間格差を埋める取り組みが必要である。
　・　市町村担当者での意見交換等を通じ、府内の状況を把握し、本市の今後の方向性や取り組みを検討する必要がある。
　・　ＣＳＷの資質の向上を図るためには、研修等でＣＳＷ同士の意見交換を通じて府内の状況を把握し、それを自分の活動にフィードバックすることが必要である。
（ＣＳＷからの意見）

　・　ＣＳＷが所属する施設の専門分野の支援は得意であるが、異なった分野での支援は弱い。

　・　市町村によっては、１人のＣＳＷが多くの中学校区を担当している場合がある。

　・　ＣＳＷの配置されている事業所によって、活動内容に格差が生まれている。


○ 地域包括支援Ｃ等地域の福祉資源との連携方策について検討する必要がある。
	（市町村からの意見）

　・　地域包括支援センター、障がい者相談支援センター、子育て総合支援センター等各分野における総合相談機能を有する機関とＣＳＷの役割について整理する必要がある。
　・　関係施設や関係機関とのスムーズな情報共有や連携の強化を図る必要がある。
（ＣＳＷからの意見）

　・　保育所等児童関連施設との連携が難しい。

　・　地域包括支援センターとＣＳＷの業務分担が難しい。

　・　スマイルサポーターなど新たな相談員との役割分担や連携の手法を検討する必要がある。
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